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第
２
回
町
文
化
協
会
舞
台
部
門
芸
能
発
表
会
が
３
月
14
日
、

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
17
団
体
の
出
演
者
た
ち
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
大
勢
の
観
衆
が
訪
れ
、
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
歌
や
踊
り
、
詩
吟
な
ど
多
彩
な
演
目
に
、
拍
手
や
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
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平成21年度町教育委員会表彰授与式が２月14日､ コミュニティセンター未来館で行われ､ 文化
やスポーツの分野で活躍した小学生143人と中学生103人が受賞しました｡
式では､ 松山富雄教育長が ｢皆さんの不断の努力が認められました｡ 今後の更なる活躍に期待
します｣ と式辞を述べ､ 受賞者一人一人に表彰状を手渡しました｡
また､ 受賞者を代表して､ 上北中３年の阿部美沙紀さんが ｢これからさまざまな困難にぶつかっ
ても､ これまでの経験やこの受賞を自信に変え､ 新たなことへ挑戦する意欲を持って頑張ります｣
とお礼の言葉を述べました｡
受賞者は次のとおりです｡ (敬称略｡学年は受賞時のもの｡)

��������



�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

	


�
�



�

�

�
�
�
�
�

�
�
�

�

�
�
�
�

�
�

�

�
 
!
"

#
$
%
&
'

�
�
�
�

(
)
*
+

,
-
.
/

�
 
0
1

�
�
�
�



�
2
3

4
5


6
7

8
9
:
;
;

�
 
<
=

>


?
�

�
�

@

�
�
�
�

4
5
A
B

�
�
�
�

�
�
�
�

C
�
�
D
E

,
F
G
H

I
�

J

K
9

L

M
N
�
.

M
N
O
�

I
P
Q
�

�
R
S
�

T
N
U
V



T
W
X

�
�
�
�

�


�
<

�
F
Y
Z

[
\
]
=

^


_
�

C
�
<
`
V

a
�
b
�
V

c
&
M
d
e
f

g
K
9
h
i

j
k
l
m

n
K
o
p

�
R
�
�

q
r
�
0
1

(
s
�
t

u
9
v
b

,
F

w

9


x
y

z


{
|

,
N
�
}

j
k

w

~
4
5
�
�

,
N
�
�

v


�
y

�
�
�
�

�
z
�
�
�

a
�
�
�
�

�
�
v
�

�
R
�
�

�
j

�

u
9
�
�

�
R

�

,
9
�
�

�
�
�
�

v


�
�

z


]
�

�
�

�

�
�
�
+

v


�
"

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
m

�
 
¡
V

¢
£
1
¤

a
�
Y
�

¥
¦
�
l
H

z


§
¨
©

ª
«
¬
=

z


§
]
l

�
�
�
�

¥
¦
�

­

�
 
�
Z
�

¥
�
'
�

¢
£
�
`
V

,
9
�
®
�

¢
£

¯

¢
£
°
�

�
�
�
�

,
-
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

I
±

h

�
�
\
�

²


³
�

�
 
C
´
D

k
µ
¶
�

I
s
l
·

�
¸
¹
º

k
µ
»
t

¼
½
�
¾

~
F
¿
!

�
�
�
�

T
N
w
V

#
$
À
�
1

Á
r
�
Â

Ã
K
Ä
Å

�
Æ

Ç

�
�
w
t

È
�
É
Ê
Ë

�
�
h
Ì

,
N
Í
=

4
5


�
�
Î

�
Ï
Ð
'

4
5


?
`

Ñ
9

Ò

�
�
b
V

	


]
©

Ó
Ô
Õ
Ö

I
�
×
Ø

Ñ
9
Ù
`

N
�
Ú
y

Û
Ü
v
Ý

�
R

Þ

8
9
ß
"

�
�
à
Ö

�
�
�
�

�
�
�
�

z


§
v
"

�
4
5
v
Ý

¢
£
á
<

â
á
ã
ä
å

æ
ç

è

4
5
0
1

�
�
<
'

����������������		

����

��������

������������������������������  ��!!""##$$



平成21年度町文化賞､ 体育・スポーツ賞授与式が２月20日､ コミュニティセンター未来館で行
われ､ 文化やスポーツの分野で活躍した48人と７団体が受賞しました｡
式では､ 斗賀町長が ｢『みんなが豊かさを実感し活躍できる元気な東北町』 の礎を築くために､
さらなる精進､ 活躍を期待します｣ と式辞を述べ､ 受賞者一人一人に表彰状を手渡しました｡
また､ 受賞者を代表して､ 文化功労賞を受賞した八幡神楽保存会の相馬成登さんが ｢受賞を機
にこれからも誠心誠意努力をし､ まい進していきます｣ とお礼の言葉を述べました｡
受賞者は次のとおりです｡ (敬称略)
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�
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・
相
馬
成
登

(

八
幡
神
楽
保
存
会)

・
宮
里
福
志

(

八
幡
神
楽
保
存
会)

�
�
�
�
�
�

・
市
川
正
子

(

町
文
化
協
会
、
水
墨
画)

・
山
本
セ
ツ

(
町
文
化
協
会
、
水
墨
画)

・
乙
供
洋
子

(

町
文
化
協
会
、
都
母
短
歌
会)

・
二
ツ
森
玲
子
(

日
本
習
字
乙
供
支
部)

・
沼
山
ひ
か
り

(

日
本
習
字
乙
供
支
部
、
七
戸
高)

・
蓬
畑
文
香

(

日
本
習
字
乙
供
支
部
、
三
沢
高)

・
李
沢
咲
貴
子

(

日
本
習
字
乙
供
支
部
、
三
沢
高)

・
皆
川
安
雄

(

日
本
習
字
栄
町
書
道
教
室)

・
蛯
名
絢
子

(

三
本
木
高
、
吹
奏
楽)

�
�
�
�

・
前
田
隆
廣

(

東
北
東
中
、
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
コ
ー
チ)

�
	


�
�
�

・
石
田
亮

(

城
西
大
、
駅
伝)

・
枋
木
司

(

野
辺
地
高
、
ス
キ
ー)

・
北
村
光
聖

(

野
辺
地
高
、
ス
キ
ー)

・
清
水
目
亮

(

野
辺
地
高
、
ス
キ
ー)

・
立
崎
庄
平

(

三
本
木
農
業
高
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー)

・
黒
川
遼

(

青
森
山
田
高
、
駅
伝)

�


�
�
�
�
�
�
�

・
新
山
さ
つ

(

青
森
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟)

・
岡
山
牧
夫

(
青
森
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟)

・
蛯
沢
裕
一

(

町
陸
上
競
技
協
会)

・
小
坂
真
弓

(

三
沢
シ
ー
ハ
イ
ル)

・
舘
崎
裕
之

(

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

・
沼
田
美
貴
子

(

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

・
和
田
卓
子

(

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

・
沼
村
真
利
子

(

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

・
佐
々
木
千
代
子

(

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会)

・
榎
本
盟

(

青
森
山
田
高
、
駅
伝)

・
蛯
名
聡
勝

(

光
星
学
院
高
、
陸
上
競
技)

・
蛯
沢
奎

(

光
星
学
院
高
、
陸
上
競
技)

・
常
盤
真
梨
乃

(

五
所
川
原
商
業
高
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス)

・
蛯
名
つ
ぐ
み

(

三
沢
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)
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・
森
田
結
希

(

三
沢
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
木
村
彩
音

(
野
辺
地
高
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

・
大
山
紗
季

(

野
辺
地
高
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

・
�
木
美
穂

(

野
辺
地
高
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

・
蛯
沢
侑
香

(

野
辺
地
高
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

・
沼
山
な
な
み

(

八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
野
田
頭
美
咲

(

三
本
木
高
、
サ
ッ
カ
ー)

・
町
屋
綾
香

(

三
本
木
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
吹
越
咲
希

(

三
本
木
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
沼
尾
知
紗

(

三
本
木
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
野
田
頭
笙
子

(

三
本
木
高
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

・
瀬
川
友
仁

(

大
野
高
、
卓
球)

・
瀬
川
善
友

(

大
野
高
、
卓
球)

・
沼
村
有
佑
子

(

東
奥
学
園
高
、
卓
球)

・
�
田
幸
貴

(

東
奥
義
塾
高
、
ス
キ
ー)

・
岡
山
蓮

(

八
戸
高
、
ス
キ
ー)
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・
監
督－

原
田
心
一

・
コ
ー
チ－

小
坂
利
也
、
千
曳
健

二
、
久
保
田
一
生
、
竹

内
恒
幸
、
松
尾
雅
樹
、

小
笠
原
雅
隆
、
小
坂
真

弓

・
選
手－

石
田
亮
、
蛯
名
聡
勝
、

蛯
沢
奎
、
黒
川
遼
、
小

坂
恭
平
、
蛯
名
恒
貴
、

久
保
田
泰
知
、
吹
越
今

日
子
、
千
秋
恵



�
�
�
�
�

・
監
督－

森
川
卓
也
、
浜
田
靖
信

・
選
手－

鶴
ケ
崎
泰
幸
、
野
田
頭

甲
児
、
和
田
雄
二
、
野

村
剛
史
、
相
馬
生
二
、

野
村
尚
人
、
佐
藤
慶
、

和
田
淳
史



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
監
督－

駒
井
喜
代
春

・
選
手－

附
田
容
堂
、
蛯
名
雅
樹
、

大
崎
優
也
、
吹
越
敏
行
、

向
井
輝
彦
、
吹
越
隆
輔
、

大
崎
慶
一
、
和
田
道
行
、

尾
山
奨
、
沼
田
信
一
、

岡
山
譲
、
蛯
名
俊
一
、

町
屋
祐
二
、
高
田
純
一



�
 
�
�
�
�
�
�
�

・
監
督－

二
ツ
森
昭
房

・
選
手－

中
山
昭
太
郎
、
蛯
名
武

夫
、
小
林
金
次
郎
、
吹

越
一
二
、
和
田
瀧
雄
、

蛯
名
顕
寿
、
蛯
名
悟
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�

・
監
督－

蛯
名
武
夫

・
選
手－

甲
地
助
五
郎
、
蛯
名
惠

子
、
岩
清
水
チ
ヤ
、
和

田
か
ほ
る
、
蛯
名
コ
ユ
、

和
田
瀧
雄
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・
監
督－

沼
山
さ
よ

・
コ
ー
チ－

山
田
敦
子

・
選
手－

下
斗
米
伊
久
子
、
松
山

里
美
、
�
松
幸
、
甲
地

淳
子
、
甲
地
憲
子
、
鶴

ケ
崎
寿
子
、
蛯
沢
郁
子
、

清
水
頭
愛
美
、
高
田
千

代
江
、
中
村
彩
子
、
野

田
頭
ひ
と
み
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・
監
督－

蛯
沢
久
志

・
主
務－

簗
川
胤
聡

・
選
手－

高
田
祐
一
、
甲
田
博
実
、

天
間
雅
則
、
祐
川
暁
秀
、

天
間
有
香
、
久
保
田
英

理
子
、
附
田
雅
文
、
川

口
文
明
、
和
田
真
悦
、

新
山
裕
範
、
土
橋
直
幸
、

岩
�
由
香
、
下
浅
由
美

子
、
乙
部
由
香
莉
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平
成
21
年
度
家
族
経
営
協
定
合
同

調
印
式
が
２
月
23
日
、
青
森
原
燃
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

５
世
帯
の
農
家
が
、
労
働
時
間
や
就

業
条
件
な
ど
と
い
っ
た
、
農
業
経
営

に
関
す
る
家
族
内
の
ル
ー
ル
を
定
め

た
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
農
業
経
営
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
応
し
、
家

族
の
絆
を
深
め
、
意
欲
と
や
り
が
い

の
あ
る
農
業
経
営
を
推
進
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
で
協

定
を
結
ん
だ
世
帯
は
延
べ
74
世
帯
と

な
り
ま
し
た
。

調
印
式
に
は
新
た
に
協
定
を
結
ぶ

５
農
家
の
ほ
か
、
昨
年
８
月
と
10
月

に
調
印
を
済
ま
せ
た
３
農
家
が
出
席
。

久
保
田
武
町
農
業
委
員
会
長
が

｢

家

族
の
絆
を
深
め
、
魅
力
と
や
り
が
い

の
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
久
保
田
会
長
と
上
北
地
域

県
民
局
農
林
水
産
部
の
外
川
真
稔
普

及
指
導
室
長
の
立
会
い
の
下
、
家
族

が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

ま
た
締
結
者
を
代
表
し
て
、
林
匡

彦
さ
ん

(

小
川
原)

が

｢

調
印
を
機

に
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の

た
め
家
族
一
丸
と
な
っ
て
農
業
経
営

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す｣

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
調
印
式
の
前
に
は
、
農
業
者

年
金
研
修
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
町
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
28
日
、
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
、
参
加
者
が
優
勝
を

目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消
と
健
康

増
進
の
た
め
に
開
催
し
た
同
大
会
に

は
、
町
内
会
や
職
場
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
で
構
成
し
た
14
チ
ー
ム
が
参
加
。

激
し
い
ラ
リ
ー
戦
な
ど
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

熱
戦
の
末
、
の
ん
べ
〜
チ
ー
ム
が

優
勝
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
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東
北
第
３
分
団
新
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
配
置
式
が
３
月
７
日
、
千
曳
地

区
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

出
席
者
が
21
年
ぶ
り
の
新
消
防
ポ
ン

プ
車
の
納
車
を
祝
い
ま
し
た
。

配
置
式
に
は
町
消
防
団
の
団
員
ら
、

関
係
者
約
50
人
が
出
席
。
斗
賀
町
長

か
ら
鍵
を
受
け
取
っ
た
北
村
秀
男
東

北
第
３
分
団
団
長
が

｢

こ
れ
か
ら
も

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
活
動
に
尽
力
し
ま
す｣
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
入
魂
式
が
行
わ
れ
、
神
事

を
終
え
た
団
員
ら
は
、
消
防
団
の
使

命
達
成
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

@
A
B
C
D
E
F

G
H
I
J
K
L
M
N
O
P

第
６
回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会
東
北
Ｃ
Ｕ
Ｐ
が
３
月
９
日
、
町

営
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の

小
学
生
13
人
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略)

�
�
�
�
�
�
�

①
久
保
田
耕
介
②

酒
田
泰
成
③
小
城
原
啓
己
④
中
山

諒
⑤
鶴
ヶ
崎
大
誠

�
�
�
�
�
�
�

①
福
村
里
花
②
蛯

沢
千
夏

�
	
�


�
�
�

①
江
刺
家
忠
輝
②

天
間
陸
③
酒
田
拓
尭
④
小
城
原
啓

人
⑤
野
田
頭
葵

�
	
�


�
�
�

①
福
村
千
花

Q
R
S
�
T
U
V
W
X

Y
Z
[
\
\
*
]
K
^
_
�

9
`
�
2
a
b
�
c
d
N
e
f
g
h

i
j
k
l
m
n
o
p
q
9
:

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
が

２
月
28
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

未
来
館
で
開
か
れ
、
約
50
人
の
出
席

者
が
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
諸
問
題

の
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

同
大
会
で
は
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
蛯
沢
正
雄
会
長
が

｢

青
少
年

の
事
件
・
事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、

健
全
育
成
の
た
め
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う｣

と
あ
い

さ
つ
。
上
北
中
２
年
の
坂
本
海
斗
君

が

｢『

明
日
へ』

の
一
歩｣

と
題
し

て
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た

(

14
、

15
ペ
ー
ジ
参
照)

。

続
い
て
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

や
俳
優
な
ど
で
活
躍
中
の
杉
山
裕
太

郎
さ
ん
が

｢

親
子
の
絆

た
っ
た
一

言
で
変
わ
っ
た
俺
の
人
生｣

と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
い
、
暴
走
族
の
リ
ー

ダ
ー
や
薬
物
中
毒
か
ら
親
の
言
葉
を

き
っ
か
け
に
立
ち
直
っ
た
自
ら
の
人

生
を
紹
介
。
親
子
の
絆
の
大
切
さ
や

言
葉
の
持
つ
重
要
性
な
ど
を
述
べ

｢

人
は
支
え
合
っ
て
強
く
な
れ
ま
す
。

地
域
も
親
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
大
人
た
ち
が
頑
張
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
犯
罪
を
減
ら
し
て
く

だ
さ
い｣

と
訴
え
ま
し
た
。
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町
社
会
福
祉
協
議
会
に
３
件
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

温
か
い
真
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
沼
山
牧
夫
さ
ん
は
２
月
18
日
、
地

域
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

故
沼
山
や
ゑ
さ
ん
の
香
典
10
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。

◆
上
北
連
合
婦
人
会

(

米
内
山
サ
ツ

会
長)
は
３
月
３
日
、
地
域
福
祉
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
２
月
に
行

わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
素
人
芸
能
発

表
会
の
募
金
か
ら
１
万
６
３
５
０
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
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入
学
お
め
で
と
う
大
会
が
３
月
10

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来

館
で
開
催
さ
れ
、
４
月
に
新
１
年
生

に
な
る
１
７
０
人
余
り
の
子
ど
も
た

ち
が
、
学
校
生
活
へ
の
期
待
を
膨
ら

ま
せ
ま
し
た
。

大
会
で
は
松
山
富
雄
教
育
長
が

｢

小
学
校
で
一
緒
に
な
る
友
達
の
顔

を
覚
え
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
あ

い
さ
つ
。
町
内
７
小
学
校
の
先
生
た

ち
が

｢

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
も
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
元
気
に
入

学
し
て
く
だ
さ
い｣

な
ど
と
激
励
し

ま
し
た
。

松
山
教
育
長
か
ら
記
念
品
を
受
け

取
り

｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
元
気
に
お
礼
の
言
葉
を
言
っ
た
子

ど
も
た
ち
は

｢

友
達
と
仲
良
く
し
て

元
気
い
っ
ぱ
い
の
１
年
生
に
な
り
ま

す｣

と
高
ら
か
に
誓
い
、｢

１
年
生

に
な
っ
た
ら｣

の
合
唱
を
会
場
に
響

か
せ
ま
し
た
。

続
い
て
、
劇
団
バ
ク

(

東
京
都)

に
よ
る
人
形
劇

｢

幸
せ
な
び
ん
ぼ
う

神
と
福
の
神｣

を
鑑
賞
。
劇
中
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
手
遊
び
歌
を
楽
む
な
ど

し
て
、
友
達
と
一
緒
に
笑
顔
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

◆
け
ん
し
ん
よ
う
わ
か
さ
ぎ
会

(

和

田
竹
千
代
会
長)

は
３
月
16
日
、
地

域
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

会
員
か
ら
募
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
３
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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同
大
会
に
は
、
蛯
沢
小
ス
キ
ー
部

員
が
蛯
沢
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
。
メ

ン
バ
ー
は
全
員
陸
上
競
技
部
員
を
兼

ね
て
お
り
、
11
月
の
駅
伝
大
会
終
了

後
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
に
シ
フ

ト
し
て
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
大
会
初
優
勝
に
輝
い
た
蛯
沢
Ａ

チ
ー
ム
は
、
同
部
の
中
か
ら
選
抜
さ

れ
た
４
人
で
構
成
。
１
走
本
間
が
区

間
賞
の
走
り
を
見
せ
る
と
、
２
走
甲

地
、
３
走
向
井
も
ね
ば
り
の
走
り
で

ア
ン
カ
ー
久
保
田
へ
。
終
盤
ま
で
ト
ッ

プ
と
競
り
合
っ
た
久
保
田
が
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
で
一
気
に
突
き
放
し
、
ト
ッ

プ
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
区
間
賞
も
獲

得
し
ま
し
た
。

島
谷
英
樹
監
督
は

｢

力
の
あ
る
４

人
だ
っ
た
の
で
優
勝
は
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
３
走
向
井
の

力
走
が
光
り
ま
し
た｣
と
選
手
た
ち

を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
大
会
の
２
位
に
は
昨
年

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
水
喰
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
、
３
位
に
は
ち
び
き
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
部
が
入
賞
。
区
間
賞
に

も
２
区
の
野
田
頭
拓
哉

(

水
喰
ス
ポ

少)

、
３
区
の
本
間
拓
斗

(

ち
び
き

ク
ロ
カ
ン
部)

が
輝
き
、
東
北
町
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
の
強
さ
を
見
せ

つ
け
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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上北中学校３年 (発表当時２年) �� ��

４月７日｡ ２年生に進級する僕たち｡ 運命のクラス替え発表の日｡ 僕はいつもと変

わりなく友達と談笑しながら学校に向かった｡

３クラスある中で､ 僕は１年生の時と同じ１組になりたかった｡ そして１年生の時

に一緒だった友達と同じクラスになりたかった｡

いよいよクラス替え発表の時｡ もしかしたら１組になれないかもしれない｡ 友達と

一緒になれないかもしれないという不安がよぎったが､ 体育館の後ろにはられている

新しいクラスの１組の名簿の中に僕の名前があると信じて､ 後ろに向かった｡

ところが僕の名前は２組の名簿の中にあった｡ それを見た時はとても悲しかった｡

とてもショックだった｡

その後新しいクラスになり､ 最初の学活の時､ 僕は一番後ろの席で外を眺めていた｡

その時は何も考えることができなかった｡ 言葉に表せないくらい悲しかった｡ これか

らどうなるのだろう｡ 明日からはどうしていけばいいのだろうという不安と焦りでいっ

ぱいだった｡ 僕は一気にどん底へ落ちた気分だった｡

そんな僕を見て､ 家族は ｢そんなにくよくよしないで､ 明日からちゃんと友達と話

してこい｣ と声を掛けてくれたが､ 僕はとてもそんな気持ちになれなかった｡

次の日の朝､ 席に着いていた僕に ｢おはよう｡ 元気？｣ ｢昼休み一緒に遊ぼう｣ と

声を掛けてくれた友達がいた｡ その時の僕は､ 自分から新しい友達を増やそうとか､

誰かに声を掛けてみようといった気持ちになれないでいたので､ とても嬉しかったし､

なんだかとてもほっとした気持ちになった｡ そのうち僕たちは､ いつも一緒に遊ぶよ

うになってきた｡

そんな中､ 教室の中でぽつんと座っている男子を見つけた｡ それは何日か前の僕の

姿だと思った｡ 今まで何の接点もなかった人なので ｢今話し掛けても大丈夫かな｣ と

迷ったりもしたが､ 最初の頃の僕の姿と重なって､ 声を掛けずにいられなかった｡

話しているうちに彼も新しい学級に慣れていないことが分かり､ 僕も実はそうだっ

たということを話すことで､ お互い ｢みんな同じだったんだな…｣ という結論に達す

ることができた｡

この経験から学んだこと｡ それは ｢悩みを独りで抱えないこと｣ ｢独りでいたり困っ
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ていたりする人を見たら､ 周りの人たちが声を掛け仲間の輪に入れてあげることが大

事だ｣ ということだ｡

人に悩みを聞いてもらい､ 解決に協力してもらうことが何より大切だし､ 逆に悩み

がない人でも悩みを聞いてあげ､ 一緒に解決に向かっていくこともとても大切なこと

だと思う｡ 悩みが解決した時､ スッキリして体が軽くなった経験は誰にでもあること

だと思う｡ その気持ちをみんなが味わうことができればいいのにと僕は思う｡

今､ 僕は楽しい毎日を送っている｡ 休み時間には友達と遊んだり､ 授業中の誰かの

発言で教室中が笑いの中にあったりする時など､ とても楽しいと思う｡ 何気ない当た

り前のことかもしれないが､ そういう自分がある中で､ 悩んだ末､ その悩みを誰にも

打ち明けることなく自分の命を絶ってしまう人もいるというのが現実の問題だ｡ だか

らこそ僕たちができることは､ 周りにいる人の心の闇に気づき､ 一緒に生きていくこ

とではないかと思う｡

僕たちは決して独りでは生きていけない｡ そして､ 実は自分の周りには手を差し伸

べてくれるたくさんの人が存在するというのも事実だ｡ そんな人がいてくれるからこ

そ､ 僕は今 ｢独りじゃない｣ と強く実感することができる｡ こんな気持ちを､ もっと

たくさんの人に実感してもらいたいと思う｡

僕たちは絶対に独りじゃない｡ ｢誰かの存在｣ が ｢明日へ｣ の一歩になっているは

ずだ｡ この気持ちを忘れずに､ これからの一日一日を大切に生きていきたい｡

※受付の際､ ご自身を証明できるもの (運転免許証､
健康保険証､ パスポート等) の提示が必要となりま
す｡
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����－東北町保健福祉センター
(�0175-63-2001)

上北保健福祉センター
(�0176-56-2933)
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���� … おおむね自立している40歳以上
の方

�� � … ・東北町保健福祉センター
・上北保健福祉センター

�� � … 午前９時30分～12時
�	 
 … 各センター月２回 (年24回)
�� � … ・機能訓練

・レクリエーション
・軽スポーツ
・手芸､ 工芸 等

�
�� … 1,000円 (年会費)
��������
・東北町保健福祉センター

(�0175-63-2001)
・上北保健福祉センター

(�0176-56-2933)

見学も可能ですので､ 興味のある方や参加
希望の方は､ 各保健福祉センターまでご連絡
ください｡

���������

男性の方大歓迎とありますが､ もちろん女性
の方も大歓迎ですので､ 皆さんの参加をお待ち
しています｡

では､ ほがらか教室の概要について次のとお
り紹介します｡



��

��������	

��
������

保健衛生課では､ 介護予防事業として ｢ほが
らか教室｣ を実施しています｡
この事業に参加している方の平均年齢は78歳｡
最高齢はなんと91歳です｡
参加者全員､ とても元気に活動しています

(次の写真は活動の様子です)｡

������

○楽しいです｡ 次回まで待ち遠しいです｡
○このような場に出ることは必要だと思います｡
いろんな人と話もできてうれしいです
○なるべく休まないで参加したいです｡
○楽しく参加できています｡
などの感想があり､ 楽しんで参加できている
様子がみられます｡
実際にこの事業の大きな目標として､ ①閉じ
こもり防止､ ②友達づくりがありますが､ 休ま
ず参加してくださる方もいたり､ 参加者同士の
交流も多くみられたりすることから､ その目標
は達成できていると思います｡
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最近のほがらか教室では､ 男性の参加者が少
なく､ 現在参加されている男性もさみしさを感
じているようです｡
そこで今年度も参加者を募集しています｡ 特
に男性の方大歓迎です｡
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公立七戸病院の小児科医師が､ ４月から非常勤勤務となります｡
これに伴い､ 診療体制が次のとおり変わりますので､ お間違えのないようお願いします｡
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※平日午後の急患については､ 電話でお問い合わせください
����…公立七戸病院 (�0176-62-2105)

��������	
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� 通常診療

・５歳児健診

・予防接種 (予約制｡ ５歳児健診があ

る場合は実施しません)

� 通常診療 ・３～４カ月および３歳児健診

� 通常診療

	 通常診療
・慢性疾患外来

・予防接種 (予約制)


 通常診療 (弘前大学医師診察)

� 通常診療 (第１・３土曜日休診)
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町では､ 地域失業や仕事をお探しの方に雇用就業機会を提供するため､ 次の事業を実施します｡
なお､ 求人募集は､ ハローワークのへじ (�0175-64-8609) を通して行います｡
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道路沿線草刈および
雑木伐採事業

[作業員・パート]

５
人

・道路沿線の雑草刈
払い
・交通障害箇所の雑
木の伐採

不
問

・日数：20日／月
・時間：８：00～17：00

８時間／日
・期間：６月～９月
・休日：土・日・祝日
・保険：労災保険

建設課
�0176
(56)4374

高齢者世帯等除排雪
事業

[調査員・パート]

４
人

・一人暮らし高齢者
世帯､ 高齢者夫婦
世帯､ 身体障害者
世帯等の除排雪
・高齢者世帯の訪問､
高齢者の安否確認

不
問

・日数：30日／期間
・時間：９：00～16：00

７時間／日
・期間：12月24日～３月31日
・休日：不定休
・保険：労災保険

(11月中旬に班回覧します)

福祉課
�0176
(56)4517

保安林整備事業

[作業員・パート]

10
人
・防風林の下払い
・植林作業

不
問

・日数：21日／月
・時間：８：30～16：30

７時間／日
・期間：６月～７月
・休日：日・祝日・荒天日
・保険：労災保険

農林水産課
�0176
(56)4384

小川原湖流入河川河
口周辺環境維持管理
事業

[作業員・パート]

14
人

・湖岸､ 河口､ 河川
敷に漂着するごみ
の撤去
・漂流漂着ごみの処
分
・河川敷の草刈り
・廃棄物撤去処分

60
歳
以
上

・要件：シルバー人材センターに
登録

・日数：10日／月
・時間：８：00～17：00

８時間／日
・期間：６月～10月
・休日：土・日・祝日
・保険：シルバー保険

保健衛生課
�0176
(56)5933

シジミ遊漁区域監視
および護岸清掃事業

[作業員・パート]

４
人

・小川原湖の遊漁区
域監視作業
・小川原湖の護岸清
掃作業

不
問

・日数：22日／月
・時間：８：00～17：00

８時間／日
・期間：７月～９月
・休日：不定休
・保険：雇用保険､ 労災保険

農林水産課
�0176
(56)4384

長いも洗浄・選別施
設管理事業

[作業員・技能職]

１
人

・洗浄ラインへ搬入
・洗浄機へ投入
・階級別の選別
・ダンボールへ箱詰
め
・製品仕分け､ 積み
込み

不
問

・日数：22日／月
・時間：８：00～17：00

８時間／日
・期間：４月～３月
・休日：土・日・祝日
・保険：雇用保険､ 健康保険､ 労

災保険

農林水産課
�0176
(56)4384

※平成21年度､ 緊急雇用創出事業で働いた方も､ 通算１年までは就労可能になります｡
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国では多くの国民の方々のご意見を踏まえ､ 後期高齢者医療制度を平成25年３月をもって廃止
し､ ４月から新たな医療制度へ移行することとし､ 高齢者､ 関係団体､ 有識者の方々で構成され
る ｢高齢者医療制度改革会議｣ において具体的な検討を進めています｡

����������������
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青森県後期高齢者医療広域連合では､ 現行制度が廃止するまでの間､ 高齢者の方々に不安や混
乱を生じさせることのないよう､ 可能な限り保険料の増加を抑制するとともに､ サービス水準の
維持・充実を第一義とし､ 平成22・23年度の後期高齢者医療保険料率を次のとおり定めました｡

結果として､ 平成22・23年度の後期高齢者医療保険料率は､ 平成20・21年度と同様となってお
ります｡

�����������������
�

保険料 (上限50万円) ＝ 均等割額 [被保険者全員が納める額] (４０, ５１４円)
＋ 所得割額 [所得に応じて納める額] { (前年の総所得金額等 － 33万円) × 7.41％}

������������������
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平成22年度の保険料の軽減措置については､ 平成21年度と同様､ 以下のとおり継続となります｡

◇均等割額の軽減
世帯内の ｢後期高齢者医療制度の被保険者全員｣ と ｢世帯主｣ の総所得金額等の合計所得額
により､ 以下の軽減が受けられます｡

◇所得割額の軽減
所得割額を負担する方のうち､ 総所得金額等から基礎控除額33万円を差し引いた後の所得が
58万円以下 (年金収入で153万円から211万円まで) の方は､ 所得割額を５割軽減します｡

◇被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減
後期高齢者医療制度に加入する直前までサラリーマンの夫やお子さんに扶養されていた方は､
均等割額が９割軽減され､ 所得割額の負担はありません｡

���� ・県後期高齢者医療広域連合 (�017-721-3821)
・役場 町民課 後期高齢者医療係 (�0176-56-3111または�0175-63-2111)
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均等割額 ４０, ５１４円

所得割率 ７. ４１％

��	
��
� ７割軽減→８.５割軽減

うち､ 世帯内の ｢後期高齢者医療制度の被保険者全員｣ が､
年金収入80万円以下で他の所得がない世帯の方 (給与収入
等がある場合でも､ 控除後の所得が０円である場合)

９割軽減

��	
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�
５割軽減

��	
 ���'	
 � ���
�����
��%�� ２割軽減
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国民健康保険高齢受給者 (70～74歳) の医療費の自己負担割合は､ 平成22年４月から２割に
引き上げられる予定でしたが､ 平成23年３月31日まで ｢１割｣ に据え置かれます｡ (ただし､
所得判定で３割負担になっている方は除きます)
これに伴い､ 新しい高齢受給者証を３月下旬に郵送しています｡
お手元に届いていない場合は､ お手数ですがお問合せください｡
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� �!…役場 町民課 国民健康保険係 (�0176-56-3111または�0175-63-2111)
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町では､ 出生児の健やかな成長と町の人口増加および活性化を図ることを目的として ｢赤ちゃ
ん祝金｣ を支給します｡

�3�45

・平成22年４月１日以降に生まれた第２子および第３子以降の子であること
・保護者が､ 出生前１年以上継続して東北町に居住していること
・生まれた子の住所を町に定めること
※このほかにも要件がありますので､ 役場福祉課にお問い合わせください｡
�3��…第２子および第３子以降の保護者
���67�89

・出生の日から１年以内に申請しなかったとき
・町税および国民健康保険税の滞納があるとき
・その他町長が支給を適当でないと認めたとき
�:;<

役場福祉課に申請してください｡
(福祉課に申請書があります)

� �!…役場 福祉課
(�0176-56-3111または�0175-63-2111)
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身の周りにある空気は実は
力持ちだった｡ 目に見えない
力を使っていろんな実験を行
います｡
▽期間…４月１日(木)

～４月30日(金)
▽時間
・平日①11:00 ②12:30

③15:30
・土日祝日および春休み期間
①12:30 ②15:30
����

県立三沢航空科学館
�0176-50-7777
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県動物愛護センターでは
｢動物ふれあいウィーク2010
～子猫の命・むやみに繁殖さ
せないで～｣ を開催します｡
犬のしつけ方教室や乗馬体
験､ 獣医さんなりきり体験な
ど､ 楽しい企画盛りだくさん
で皆さんのご来場をお待ちし
ています｡
���…５月３日(月・祝)

～５日(水・祝)
���…午前10時～午後４時
���…県動物愛護センター

(青森市宮田字玉水)
����

県動物愛護センター
�017-726-6100
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学生納付特例制度とは､ 申
請をし承認されると､ 20歳以
上の学生については､ 国民年
金の保険料納付が卒業まで猶
予されるというものです｡
(ただし毎年度申請が必要で
す)
現在の日本では､ 20歳以上
のすべての方が､ 国民年金に
加入することになっています｡
学生も例外ではありません｡
しかし､ 学生は一般的に収
入が少なく､ 保険料を自分で
納めることは困難です｡
経済的負担を考慮し､ 学生
向けの特例制度が設けられて
います｡
なお､ 一部の学校で申請を
受け付けることができますの
で､ 在学中の学校にお問合せ
ください｡
��������

学生納付特例を受けるには､
学生本人の前年の所得が一定
額以下であることが条件です｡
学生納付特例を受けた期間
は､ 老齢基礎年金を受けるた
めの資格期間には含まれます
が､ 受け取る年金額の計算に
は算入されません｡
また､ 10年以内ならば追納
することができますので､ 年
金額を満額に近づけるために
も､ 卒業後には追納をしましょ
う｡ (３年目以降に追納する
場合は､ 一定率を乗じた金額
が加算されます)

������
������ !"#
"$%&��'
若年者納付猶予制度とは､
申請をし承認されると､ 20歳
台の第１号被保険者について
は､ 国民年金の保険料納付が
猶予されるというものです｡
(申請が必要です)
平成16年度までは､ 失業等
で低所得の若年者が所得の高
い世帯主 (主に親) と同居し
ているときは､ 保険料免除の
対象となりませんでした｡
そこで20歳台の方について
は､ 本人と配偶者のみの所得
を基準とした納付猶予制度が
導入されることになりました｡
なお､ 失業や天災等を理由
とした場合を除く該当者は､
継続申請ができるようになり
ましたので､ 詳細については
役場町民課国民年金係にお問
い合わせください｡
��������

若年者納付猶予を受けるに
は､ 本人とその配偶者の所得
が一定以下であることが条件
です｡
若年者納付猶予を受けた期
間は､ 老齢基礎年金を受ける
ための資格期間には含まれま
すが､ 受け取る年金額の計算
には算入されません｡
また､ 10年以内ならば追納
することができますので､ 年
金額を満額に近づけるために
も､ ゆとりができたら追納を
しましょう｡ (３年目以降に
追納する場合は､ 一定率を乗
じた金額が加算されます)

�	
�…青森年金事務所
�017-734-7490 (代表)
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小川原湖青年の家では､ 友
情の集いを開催します｡
���…５月15日(土)

～16日(日)１泊２日
���…小川原湖青年の家､
町歴史民俗資料館
����	…小・中学生
�
�…アイスブレイク､ ナ
ウマン博士は誰だ､ ナイト
ハイク､ まが玉作り など
����…2,000円
�
���…５月10日(月)
�
������

公立小川原湖青年の家
�0176-56-2393

�������
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人権擁護委員は､ 法務大臣
の委嘱を受け､ 月２回の総合
相談日に相談を受け付けして
いるほか､ 地域の中で人権思
想を広めていくために活動し
ています｡
４月１日から､ 坂本武儀氏
が再任となりましたのでお知
らせします｡
����－役場 福祉課
�0176-56-3111または
�0175-63-2111

����� �!"#$
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県男子・婦人既製服製造業
最低工賃が改定され､ ４月１
日から効力が発生します｡
��������

▽男子既製服 ｢背広上衣｣ の
工程で ｢そで口裏まつり｣
を廃止
▽工賃額につき男子既製服２
品目21工程､ 婦人既製服５
品目30工程において､ それ
ぞれ１円から５円引き上げ
����…青森労働局労働基
準部賃金室
�017-734-4114
URL http://www.aomori.

plb.go.jp/

,--./�012�
345678*+

ＮＴＴでは地球環境保護と
して､ 回収した古い電話帳か
ら新しい電話帳を作る ｢電話
帳循環型リサイクル｣ を行っ
ています｡
ＮＴＴ東日本青森支店では､
４月中に順次新しい電話帳
(５月発行) を各ご家庭や事
業所へお届けしますので､ 現
在お使いの電話帳は配達員へ
お渡しください｡
なお､ ご不在時等で配達員
に古い電話帳を渡せなかった
場合､ 後日改めて回収に伺い
ますので､ タウンページセン
タへご連絡ください｡
電話帳の変更や､ 配達冊数
等の変更についてもご連絡く
ださい｡
����

タウンページセンタ
�0120-506-309

9:;<=>?@A�
BCDEF8*+

県では､ 交通安全視聴覚教
材 (ビデオ､ ＤＶＤ) を無料
で貸出しています｡
学校､ 職場､ 地域での交通
安全教室などにご活用くださ
い｡
�
����

▽直接来庁…教材はその場で
お渡しします
▽電話等…教材は宅配便で郵
送します (郵送料金は着払
いで申込者の負担｡ 返却す
る際の料金も申込者の負担)
�
������…県環境生
活部県民生活文化課
�017-734-9232
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県では､ 個人事業税､ 法人
県民税・法人事業税等､ 軽油
引取税および自動車税の口座
振替の申し込みを受け付けて
います｡
��������	
��


▽個人事業税…８月・11月納
期分 (定期賦課分)
▽法人県民税および法人事業
税等…中間申告､ 確定申告
分
▽軽油引取税…特別徴収義務
者の申告分 (徴収猶予分を
除く)
▽自動車税…６月納期分 (定
期賦課分)
����

▽法人県民税・法人事業税等､
軽油引取税…申告期限の翌
月25日
▽個人事業税､ 自動車税…納
期限の日
������

▽個人事業税…８月中旬
▽法人県民税・法人事業税等､
軽油引取税…申告期限日
▽自動車税…４月30日
������

納税者本人の通帳と預金届
出印を持参の上､ 申込用紙
(取扱金融機関や各地域県民
局県税部の窓口に備え付けて
あります) で､ 最寄りの取扱
金融機関または各地域県民局
県税部にお申し込みください｡
����…上北地域県民局県
税部 納税管理課
�0176-22-8111

��������
���	��

高瀬川河川事務所では､ 河
川愛護意識の普及と身近な河
川情報等を提供していただく
ため､ 河川愛護モニターを募
集します｡
�����…高瀬川河口から
小川原湖に関する地域住民
からの情報提供や､ 河川に
ついての異常を発見した場
合の通報など (月に１度の
定期および随時)
�����…高瀬川河口から
小川原湖周辺の中で､ 委嘱
される方が日常的に接する
地区
�� !"…１人
�� #$

▽満20歳以上で､ 高瀬川や小
川原湖に接する機会が多く､
河川愛護に関心を持ち､ 日
常生活の中で知り得た情報
を提供できる方
▽年１～２回程度の河川愛護
行事等に出席できる方
�%&

月額4,500円程度の予定
�����…５月７日(金)ま
でに､ 履歴書および ｢自分
と小川原湖とのかかわり｣
について簡単に記述したも
の (様式任意) を郵送くだ
さい｡
����'���

〒039-1165
八戸市石堂三丁目７-10
国土交通省高瀬川河川
事務所 工務課
�0178-28-7135

����� 
!"#���$%&

�()*+,-./'01'

234

採用とともに陸・海・空曹
長に任命され､ 幹部候補生と
して約１年間の教育を受けた
のち幹部自衛官となります｡
初任給は､ 大学卒で214,900
円､ 大学院卒で232,000円
(ほかに賞与が年２回) です｡
▽応募資格…平成23年４月１
日現在､ 22歳以上26歳 (修
士28歳) 未満の男女
▽受付期間…４月１日(木)

～５月10日(月)
▽試験期日
５月15日(土)・16日(日)
�./5*+,-6'7'84

採用から２年９月経過以降､
選考によって３等陸・海・空
曹に昇任します｡
初任給は159,500円 (ほか

に賞与が年２回) です｡
▽応募資格…平成23年４月１
日現在､ 18歳以上27歳未満
の男女 (高校在学中は除く)
▽受付期間…４月１日(木)

～５月10日(月)
▽試験期日…５月22日(土)
※試験会場など詳細について
は､ お問い合わせください
����

自衛隊青森地方協力本部
三沢募集案内所
�0176-53-1346 (FAX兼)
e-mail plomisawa@carrot.

ocn.ne.jp
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